
産
業
文
教
委
員
会
の
行
政
視
察
で
島
根

県
出
雲
市
（
人
口
約
十
四
万
六
千
人
）
を

訪
問
し
、
「
教
育
委
員
会
改
革
」
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

文
部
省
出
身
の
市
長(

四
期
目
）
は
平
成

十
三
年
度
よ
り
教
育
行
政
改
革
に
と
り
く

み
、
教
育
委
員
会
の
管
轄
を
学
校
教
育
部

門(

給
食
セ
ン
タ
ー
も
）
と
図
書
館
の
み
と

し
、
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

な
ど
の
社
会
教
育
部
門
を
市
長
部
局
に
移

管
し
、
一
元
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
教
育
委
員
会
制
度
が
設

け
ら
れ
て
以
来
、
政
治
的
中
立
を
確
保
す

る
た
め
に
一
般
行

政
か
ら
独
立
し
た

行
政
委
員
会
と
し

て
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

担
っ
て
い
ま
し
た

が
、
教
育
長
に
予
算
作
成
権
が
な
い
一
方
、

市
民
生
活
と
密
着
し
て
い
る
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
関
し
て
は
総
合
的

な
行
政
の
中
で
の
執
行
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。「

法
律
違
反
」
「
一
般
行
政
か
ら
教
育

の
独
立
の
危
機
」
と
い
う
批
判
な
ど
も
出

て
い
る
中
で
市
長
は
文
科
省
へ
の
提
言
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

教
育
委
員
会
は
学
校
教
育
行
政
に
専
念

し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
文
化
企
画

部
、
生
涯
学
習
は
地
域
振
興
部
へ
配
属
さ

れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
、
市
長
部
局
双
方
の
基
本

方
針
や
重
要
施
策
決
定
に
あ
た
っ
て
の
協

議
の
場
と
し
て
の
「
教
育
行
政
連
絡
協
議

会
」
、
多
様
な
市
民
の
代
表
に
よ
る
「
教

育
政
策
審
議
会
」
を
設
置
し
、
連
携
・
協

調
と
支
援
・
協
力
体
制
の
確
立
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

着
実
に
成
果
が
出
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
全
国
的
に
は
教
育
委
員
の

選
任
、
委
員
会
の
開
催
の
あ
り
方
な
ど
を

含
め
、
さ
ら
に
教
育
行
政
の
「
民
間
化
」

な
ど
の
流
れ
も
見
す
え
て
検
討
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
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十
六

日
、
新

日
本
婦

人
の
会

が
子
育

て
支
援

に
つ
い

て
、
市

長
あ
て

に
要
望

書
を
提

出
、
懇

談
を
行

い
、
佐

藤
あ
き

子
市
議

が
同
席

し
ま
し

た
。参

加

者
は
子

育
て
中

の
お
母

さ
ん
六

人
と
子

ど
も
た

ち
、
新

婦
人
支

部
長
ら

二
名
で
、
に
ぎ
や
か
な
懇
談
と
な
り
ま
し

た
。要

望
項
目
は
①
妊
婦
健
診
を
全
額
助
成

し
て
く
だ
さ
い
、
②
医
療
費
を
小
学
生
ま

で
助
成
し
て
く
だ
さ
い
、
③
保
育
園
の
待

機
児
童
の
解
消
を
い
そ
い
で
く
だ
さ
い
、

の
三
項
目
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
福
島
か
ら
嫁
い
で
き

た
が
、
妊
婦
健
診
も
医
療
助
成
も
進
ん
で

お
り
、
山
形
に
来
た
の
は
失
敗
だ
っ
た
か

と
考
え
て
し
ま
う
。
福
島
県
の
田
村
市
で

は
、
妊
婦
も
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
」
「
ぜ
ん
そ
く
の
子
ど
も
が
、
小
学
校

に
な
る
と
薬
代
で
一
回
に
八
千
円
ぐ
ら
い

か
か
る
。
二
人
目
を
妊
娠
中
だ
が
費
用
の

点
で
不
安
が
あ
る
」
「
自
分
も
体
が
弱
い

が
、
子
ど
も
の
医
療
費
を
優
先
し
て
自
分

は
後
ま
わ
し
に
し
て
い
る
。
一
部
負
担
金

五
三
〇
円
で
も
、
重
な
る
と
大
き
い
」

「
仕
事
を
探
す
と
き
に
は
保
育
園
に
入
れ

ず
、
保
育
園
に
入
っ
て
い
な
い
と
仕
事
が

見
つ
か
ら
な
い
。
待
機
児
童
の
解
消
を
い

そ
い
で
ほ
し
い
」
な
ど
真
剣
な
訴
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

対
応
し
た
の
は
阿
部
健
康
福
祉
部
長
、

佐
藤
次
長
、
鈴
木
子
育
て
推
進
課
長
で
、

「
福
島
・
秋
田
は
県
の
補
助
が
あ
る
が
山

形
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
「
み
な
さ
ん

の
意
見
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
努
力
す
る
」

と
の
回
答
で
し
た
。

直
接
子
育
て
世
代
の
声
を
届
け
る
貴
重

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
要
望
の
実
現
に

党
市
議
団
は
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

６月１２日（木） 本会議（午前１０時～）､議会運営委員会

６月１７・１８日（火・水） 一般質問（午前１０時～）

６月１９日（木） 予算委員会

６月２０日（金） 予算分科会、常任委員会

６月２４日（火） 予算委員会、全員協議会

６月２５日（水） 議会運営委員会

６月２６日（木） 本会議（午後２時～）

（日程は、変更になる場合があります）



毎月原則第２土曜日に行っています。日本共産党山形市議と弁護士が

応じます。お気軽にご相談ください。

次回相談会 ５月１０日（土曜日）
６月１４日（土曜日）
→７月は１２日の土曜日

午前１０：００～１２：００
会場 日本共産党村山地区委員会事務所２階

山形市小白川町４－１３ー１５（下図）

電話 ６４２－４３１３

※ お急ぎで相談日が待てない場合、お気軽に上記電話番号へご連絡く

ださい。くらしのなかで感じている市政へのご意見やご要望をぜひ、
日本共産党山形市議団へお寄せください。

〈ご連絡先〉

電話 ６４２－４３１３

ＦＡＸ ６３１－７１２１

メール 0236424313@ams.odn.ne.jp

ホームページ http://www2.odn.ne.jp/jcp-yamagata/
（トップページにメールフォームがあります）

日 本 共 産 党 山 形 市 議 団 活 動 報 告 〔２〕


